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育の普及に取り組んできた。その彼によれば、バカにとっては、森こそが創造的な暮らしに必要なモノや知識がすべて含まれた本のようなものなのだと言う。バカは、森との関わりを完全に絶たれてしまったならば、例えて言え インターネットから切断されたままのＰＣやスマートフォンのようなもので、生きていることの真価を発揮することができないのだ、と。バカ とっての森は、何でも手に入るスーパーマーケット あり 同時 巨大な図書館のようなものなのだ。
日本に帰って、研究室の本棚を眺めていると、眼に入っ
てくる本のタイトルや並びからさまざまな記憶がよみがえってくる。例えば、高校時代に影響を受けた開高健のルポルタージュ。森のなかに持って行った手垢の付いた動物図鑑。退官した恩師から分けてもらった本。ゼミ生と一緒に読んだ本、などなど。
それぞれの本の出自や由来が、自分の研究遍歴と重なる。そこには、友人や恩師、そしてフィールドとの出会いが凝縮されている。世界に、ふたつと同じ本棚は存在しないし、探求を続ける限り本棚の中身は更新され 時とともに変わっていく。この意味で研究者の本棚は生きものである。
最近、歴史生態学というアプローチによって、南米やア
フリカの熱帯林に暮らす人々が多様な森の利用をするこによって、景観の多様性が作り出され、維持されて たことが明らかにされつつある。バカが森を歩くとき、数百・数千を超える植物や動物、鳥類、そして移り変わる景観に対して、私たちが歴史ある図書館のなかを歩く と同じような感覚を覚えているのに違 ない。本が持ち主から持ち主へと旅をし 新しい思想やアイデアが生み出されるように、そこでは、森のなかの諸存在が、歌や精霊、物語となってキャンプからキャンプへ、そして集落から集落へと旅をするのである。
私は、フィールド人類学者として、アフリカ大陸の中央
部に広がる大森林の一角に棲む森の民と生活をともにしながら、森や川について理解を深めてきた。森の民と一口に言っても世界中に様々な人たちがいるが、私が通う村には、狩猟採集を主な生業としてきたバカ・ピグミー
（以下、自
称であるバカと書くことにする）
が住んでいる。バカは、生活
や文化に必要な物、知識はすべ 森 なか あり、森と関わりながら生きてきた。食料はもちろん、家 作る材料、薬をはじめ、暮らしに必要 もののほとんどを森から調達してきた。
ところが、定住化政策の進展、森林伐採や鉱山開発など
によって、バカ その森か 閉め出されつつある。そん状況を受けて 最近、ピグミー社会でも先住民運動が広まりつつあ 。この傾向 、とく 都市 近い地域で顕著で
ある。運動の主な目的は、国民国家への平等な市民参加を進め、生活文化の維持にとって必要な森にアクセスする権利を確立することである。
バカはバカ語を話すが、とくに独自性が保たれているの
は、動植物の名前をはじめとする狩猟採集に関わる語彙である。植物採集をしながら森 植物について学んでゆくと、バカと森との関わりが 単に物質的なレベルに留まら いことが分かってくる
（写真）
。森は、バカにとって心のより
どころであり、アイデンティティの基盤 森 は地名をはじめ 猟場、キャンプなどの痕跡など、無文字社会歴史が刻まれてい
現在、バカの先住民運動を束ね、国際的に活躍 るオピ
ニオン・リーダーの一人であるメッセ・ブナン氏 、ももと教師 してバカ社会への民族語によ 基礎的 学校教おおいし・たかのり
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